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情報公開文書 

 

京都大学医学部附属病院 肝胆膵・移植外科で行われている疫学研究 

 

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」(令和 4年 3月

10 日一部改正)にしたがい、京都大学医学部附属病院肝胆膵・移植外科で行

っている疫学研究の情報を公開しています。 

 疫学研究とは、ひとの病気の原因・病態の解明および予防、治療の方法の

確立を目的とする研究です。当科では、過去の診療記録より得られた情報を

利用して、下記の疫学研究を行っています。下記の疫学研究は、京都大学大

学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院医の倫理委員の審査を受け、研

究機関の長の許可を得て実施するものです。 

 

 

１．研究の名称：オートタキシン（ATX）-リゾホスファチジン酸（LPA） 

受容体と胆管癌（CCA）との関連性の検討 

 

２．研究の目的 

胆管癌は胆道の上皮に由来する悪性腫瘍で侵襲性が高く予後不良な疾患です。

ATX-LPA 受容体に関する研究は、癌の進行、転移、治療薬の抵抗性に影響する

ことから多くの癌種で注目を浴びている分野です。ただ胆管癌については関与

が十分に解析されていません。それらを検証することで胆管癌の早期発見や予

後予測因子を発見することが目的です。 

 

３．対象となる情報の取得期間 

2014 年 5 月から 2021 年 6 月までに京都大学医学部附属病院肝胆膵移植外科で

胆管癌に対する根治切除術を受けられた患者さんの診療情報を対象とします。 

また比較対象として数名の健常者から血液を採取します。 

 

４．研究実施期間 

研究機関の長の実施許可日から 4年間です。 

 

５．試料・情報の利用目的、利用方法 

対象となる患者さんの胆管癌組織を用いて、ATX および LPAR の検出を行いま

す。また血液を用いて ATX を測定します。 

診療情報を診療録より取得します。取得する情報は血液・生化学検査などの血
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液検査、診断・治療のために施行した CT や MRI などの画像検査、手術所見、

病理組織検査などを診療録より収集します。 

 

６．利用または提供を開始する予定日 

研究機関の長の実施許可日以降です。 

 

７．研究責任医師、情報の管理に責任を有する者  

京都大学大学院医学研究科 肝胆膵・移植外科 助教 西尾 太宏 

 

８．研究対象者の個人情報保護及び研究に係る試料・情報の保管 

研究対象者等またはその関係者の申し出により、研究対象者が識別できる試料

や情報の利用、他の研究機関への提供を停止することができます。本研究で収

集する情報は個人が特定できないように ID 化した上で解析などを進めます。

また本研究の成果を学会や学術誌で発表することがありますが、これも個人を

特定できないようにした上で行います。収集したデータは個人情報の漏えいや

紛失が起こらないように適切に保管し、研究終了後から 10 年間保管します。

その後は個人情報に配慮し、適切に廃棄します。 

 

９．本研究に関する資料の入手、閲覧及びその方法 

希望により個人情報保護及び本研究に支障のない範囲で本研究の研究実施計画

書、研究の方法に関する資料の入手、閲覧が可能です。その際は下記研究対象

者からの相談窓口へご連絡ください。 

 

１０．利益相反 

本研究は東ソー株式会社から提供された研究費を使用します。利益相反につい

ては「京都大学利益相反ポリシー」、「京都大学利益相反マネジメント規程」に

従い、「京都大学臨床研究利益相反審査委員会」において適切に審査されま

す。 

 

１１．本研究に関する相談、お問い合わせ先 

・京都大学医学部附属病院 肝胆膵・移植外科 西尾 太宏 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 

tnishio@kuhp.kyoto-u.ac.jp  TEL: 075-751-3242 

・京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口 

ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp  TEL: 075-751-4748 

2024/03/20 Ver.2 


